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はじめに 
　いつものように前回のおさらいを簡単にします。
イエスは終わりの日が近づけば、国と国は敵対
し、戦争、暴動はもちろん、地震や疫病が起き、
クリスチャンは迫害され、憎まれ、中には殺され
る人も出ると語ってから、けれども、あなたがた
はすでに永遠のいのちの約束をいただいているの
だから、しばらく忍耐するけれど最後にはその約
束を手に入れなさいと教えました。聞けば聞くほ
どなんとも気の重くなるような話しでしたが、よ
く見るとこれこそまさにイエスが歩まれた十字架
の道そのもので、厳しいことばの中にイエスの恵み
があることを確認しました。 
　今日の箇所は終わりの日のことがもっと具体的
に語られていて、これもまた心が暗くなるばかりで
す。どこに恵みがあるのか。ともに考えてまいりま
す。 

１　神の国が近い 
１）エルサレム滅亡 
　20節。「しかし、エルサレムが軍隊に囲まれる
のを見たら、そのときには、その滅亡が近づいた
ことを悟りなさい。」ときどき「あと何年すれば
世界の終わりがやってくる」というような話しを
する人がいます。けれども終わりの日がいつである
かについては父なる神だけがご存じのことですの
で、私たちは絶対に知ることはできない。では、
まったくわからないのかというと、そうではな
い。29節にあるように、木の葉が芽吹いて大きく
なったら夏が近いことをだれもが知るように、エ
ルサレムが軍隊に包囲され、踏み荒らされるよう
なことが起きたら、滅亡の日は近いとわかる。そ
れがひとつのしるしとなる。でも、まだそのよう
なことは起きていませんから、いますぐにではな
さそうです。 

２）天変地異が起こる 
　しるしはまだあります。25，26節。「それか
ら、太陽と月と星にしるしが現れ、地上では海と
波が荒れどよめいて、諸国の民が不安に陥って苦悩
します人々は、この世界に起ころうとしていること
を予測して、恐ろしさのあまり気を失います。天の
もろもろの力が揺り動かされるからです。」空の天
体に現れるしるしとはどのようなものかは分かり

ません。海と波がどよめいて、と聞けばすぐに津波
のことや異常気象のことかと思ったりもします。も
はや地球温暖化ではなく地球沸騰化と呼ばれるよ
うになり、専門家たちはこれから食糧難や飢饉が
増えることは確実だと予測しています。そのうち
「恐ろしさのあまり気を失う」人がでてきてもお
かしくありません。いずれにしても、これを読んで
皆さんはなんとなく不安にはなると思うのです
が、そのいっぽうで世の終わりはすぐに来るわけ
ではなさそうだとひとまずは安心したかもしれな
い。 

２　しかし、あなたがたは 
１）よく気をつけなさい 
　そんな私たちにイエスは二つの注意を与えます。
一つ目は34節後半です。「その日が罠のように、
突然あなたがたに臨むことにならないように、よ
く気をつけなさい。」 
　いつも言うことですが、「気をつけなさい」と
言われて気をつけられるのならだれも悩まない。
気をつけていたつもりでも失敗してしまうもので
す。皆さんもいつも経験している。やはり精神論と
いうことでしょうか。 

２）いつも目を覚まして祈っていなさい 
　そして二つ目の注意は36節。「しかし、あなた
がたは、必ず起こるこれらすべてのことから逃れ
て、人の子の前に立つことができるように、いつ
も目を覚まして祈っていなさい。」 
　霊的に目を覚まし続けていなさいと言っている
ようですが、これだけではちょっと漠然としてい
ます。そこでイエスは理解を助けるためにヒントも
与えてくれている。「必ずこるこれらすべてのこと
から逃れて、人のこの前に立つことができるよう
に。」 
　かつて私もそうでしたが、この世の人たちの多
くはこう考えています。「教会で「罪だ、救いだ」
と言われて毎日しかめ面をして生きるなんてばかば
かしい。何がおもしろいのか。それよりも、一度
きりの人生なのだから、おいしいものを食べたり
飲んだりして楽しく過ごしたほうがよいに決まって
いる。」もちろん、楽しい生活をしたいと思うの
は間違いではない。私も楽しいことを考えます。で
はそれだけが人生なのか、ということです。 



３）その日は突然臨む 
　35節の、「その日は、全地の表に住むすべての
人に突然臨むのです。」このことばに目を留めたい
と思います。これは直接には、世界の終わりの日の
ことですが、それだけではなく、私たちがどのよ
うにして死ぬかについても言っているのではないか
と思うのです。 
　具体例を挙げるとわかりやすい。能登半島地震
で被災された方の記事が新聞に載っているのを読
みました。最初の地震が来た時、自分はたまたま
外に出かけていた。家で留守を守っている妻の安
否を確かめるためにすぐに電話をしたら、すぐに
妻が出て「大丈夫だ」と話していた。ところがそ
の電話の最中に二回目の地震が来たとき、会話が
途切れてしまった。急いで自宅に駆けつけると家
は一階部分が押し潰され、妻の名前を何度呼んで
も返事がない。結局翌日に家の下から発見された
というのです。それを読んで、「その日、すべての
人に突然臨む」とはまさにこのことかと思わされ
ました。 
　いつあなたのたましいが取り去られるのか。そ
れはだれにもわからない。だからいつも自分の死
について考えていなさい。それが、目を覚まして
祈っていなさいということなのでしょう。 

４）人の子の前に立つ 
　でもなぜ祈るのでしょうか。どうせ死ぬのなら
祈っても無駄ではないのか。そうではありませ
ん。「必ず起こるこれらすべてのことから逃れて、
人の子の前に立つことができるように。」終わり
の日、人の子は雲につつまれながら、偉大な力と
栄光とともに再び来られ、そのときすべての人は
主の前に立つことになります。私たちは、まさにこ
の時に向けて歩んでいます。主の前に立つとき、イ
エスは言われる。「あなたの罪は赦されています。
ですからわたしと一緒に天の御国に入りましょ
う。」そう言ってくださることを期待しながら、毎
日を過ごします。 
　でもそのことは忘れ、あるいは考えなかったな
らどうなるか。その人は本当に生きていると言え
るのだろうか。33節に「天地は消え去ります」と
あります。いま目で見ているこの世界は、どういう
ふうにかはわからないけれど、最後は消えていくこ
とが定められています。そうしたらこの世の宝はす
べて消えてなくなる。どんなにこの世の楽しい生
活を追い求めても、結局は何も残らない。そう考
えたら、こんな空しいことはない。私は若い時に

そのことに気がついて、生きることが空しくなって
しまったことがあります。それでイエスは言ってく
れる。だから、あなたがたは永遠に残るものを求
めなさい。贖いの日が近いのだから、そのために
今から目を覚まして祈っていなさい。 

３　イエス・キリスト 
１）なぜ「身重の女、乳飲み子を持つ女は哀れで
す」とイエスは言うのか 
　でも疑問が一つ残ります。23節。「 それらの
日、身重の女たちと乳飲み子を持つ女たちは哀れ
です。この地に大きな苦難があり、この民に御怒り
が臨むからです。」 
　社会が不安定になれば、いつの時代も真っ先に
最も弱い立場の人たちが被害を受けます。だったら
神は、身重の母親、子を持つ母親たちをこそ真っ
先に守ります、と言うべきではないか。それなの
に、「あの人たちは哀れです」と言う。なんだか
突き放されてしまった気分です。でも、そんなこと
はないはず。 

２）苦しみをともにされる 
　ではどういうことか。いつも言います。厳しいこ
とばの中にイエス・キリストの恵みが隠されてい
る。この原則でこの箇所をもう一度見ていきま
しょう。なぜイエスは、身重の女のことや乳飲み
子を持つ女たちのことに触れるのか。都合が悪い
話しなら、いっそのことしないほうがずっと得策
です。でも、そんなことは人間の浅はかな知恵で
す。それに比べて神の知恵ははるかに深くて測り知
れない。イエスが身重の女のことや乳飲み子を抱
える母親の苦しみのことにわざわざ触れのには、
ちゃんとした理由がある。主は、母親たちがやが
て直面していく苦しみを十字架で味わおうとしてい
る。だから言える。自分だけどこか安全な高い所
に立って、上から母親たちを見おろして「かわいそ
うだね」と言っているのでは決してない。 
　では、なぜ主は苦しみを背負われるのでしょう
か。もっと違った方法をとることもできたのでは
と考えてしまいます。 

３）御怒りを受けられた 
　「この地に大きな苦難があり、この民に御怒り
が臨むのです。」そこだけ切り取れば、どうして神
はこんな理不尽な苦しみを与えるのかと疑問に思
うだけ。でも話しは反対なのです。イエスの十字架
とは何だったのか。私たちの罪の身代わりとなっ
て、父なる神の御怒りを受けられた場所。それが



十字架です。確かに終わりの日、この地上のすべて
の人に神の御怒りがくだる。それは避けられな
い。けれども主はあらかじめ、十字架で御怒りを
受けて下さっている。そのわたしを信じて、終わ
りの日に救われなさい。その日のことを覚えて目
を覚まし、祈っていなさい。そうすれば必ずあな
たは主の前に安心して立つことができるから。そ
う言ってくださっている。 
　それでも思うでしょうか。神が人を愛しておられ
るというのなら、人々が苦しまないようにしてほ
しい。そんなふうに言いたくなる気持ちはわかり
ますが、でもその前に思い出すべきです。私たちは
神を裏切り、神を捨て、罪を犯してひどいことをし
てきたのです。その罪の結果として環境が破壊さ
れ、人が人を殺し、堂々と真実がねじ曲げられ、
嘘偽りがまかり通り、戦争が起きてもだれも止め
られない。そんな世界にしておきながら、神は不
公平だ、残酷だと言っている。考えたらあべこべで
す。 
　それに対してイエスはどうですか。こんなひどい
ことをした私たちを見捨てません。わたしを信じ
て救われなさいと手を差しのべて下さっている。
終わりの日のことを考えるなら、私たちが救いの
約束をいただいていることがどれほどに恵み安心
できることなのかとつくづく思わされる。たとえ
目の前に恐ろしいことが襲って来たとしても、私た
ち恐れなくてよい。そのとき、主が目の前に立っ
て下さると約束されています。終わりの日、贖いの
日が近いことを思い起こしつつ、この方を信じてこ
の一週間を歩んでまいります。 
　 


